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人
的
に
は
、
な
ぜ
建
物
を
強
調
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、Bldg. 

と
い
う

略
語
も
避
け
た
ほ
う
が
い
い
。
省
略
部
分
を
読
み
手
が
補
充
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
だ
。
全
体
が
長
す
ぎ
る
の
で
あ
れ
ば
、Bldg. 

を
削
る
。
そ
れ

で
も
、
英
語
表
記
の
採
用
は
日
本
の
ロ
ー
マ
字
史
に
と
っ
て
画
期
的
な
で
き

ご
と
だ
。
そ
の
四
ヶ
月
前
、「
国
会
前
」
交
差
点
の
ロ
ー
マ
字
表
記
がK

ok-
kai

か
らT

he 
N

ational 
D

iet

に
変
わ
っ
た
。
背
景
に
東
京
五
輪
の
開
催

決
定
が
あ
る
。
以
下
は
当
時
の
報
道
で
あ
る
。

　
「
国
土
交
通
省
は
九
月
一
一
日
、
七
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

見
据
え
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
地
を
中
心
に
、
道
路
案
内

標
識
の
英
語
表
記
を
、
外
国
人
旅
行
者
に
も
分
か
り
や
す
く
改
善
す
る
と
発

表
し
た
。
時
事
通
信
が
報
じ
た
。
道
路
標
識
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
は
、

二
十
七
年
前
の
一
九
八
六
年
に
開
始
さ
れ
た
が
、
日
本
語
読
み
を
そ
の
ま
ま

ロ
ー
マ
字
に
記
し
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、〈
公
園
〉
を
〈K

oen

〉
と
し
、〈
通

り
〉
を
〈T

ori

〉
や
〈D

ori

〉
と
す
る
な
ど
、
外
国
人
に
は
意
味
が
通
じ
に

く
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
以
下
、
略
）」（「
ハ
フ
ィ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
」
二

〇
一
三
年
九
月
一
三
日
）。

そ
の
ロ
ー
マ
字
は
誰
の
た
め
？
―
日
本
の
駅
名
表
記

　

あ
の
ロ
ー
マ
字
は
本
当
に
役
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
駅
名

の
ロ
ー
マ
字
。

　

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
に
「
国
会
議
事
堂
前
」
と
い
う
駅
が
あ
る
。
ロ
ー

マ
字
（
ラ
テ
ン
文
字
）
はK

okkai-gijidom
ae

だ
。
外
国
人
（
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
解
す
る
非
現
地
語
話
者
と
す
る
）
の
た
め
な
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、

考
え
て
み
る
と
不
思
議
だ
。
か
れ
ら
は
コ
ッ
カ
イ
ギ
ジ
ド
ウ
マ
エ
と
読
む
の

だ
ろ
う
か
。
正
し
く
読
め
な
け
れ
ば
、
人
に
た
ず
ね
よ
う
も
な
い
。
読
め
て

も
、
意
味
は
わ
か
ら
な
い
、
た
ぶ
ん
。
ハ
イ
フ
ン
の
解
釈
も
気
に
な
る
。
こ

の
表
記
に
決
め
た
人
は
、
誰
が
見
る
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も
し
か
す
る
と
、

そ
ん
な
こ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
〇
一
三
年
一
二
月
八
日
、
東
京
メ
ト
ロ
を
運
行
す
る
東
京
地
下
鉄
は
、

国
会
議
事
堂
前
の
駅
名
標
にN

ational D
iet Bldg. 

を
追
加
し
た
（
図
1
）。

よ
う
や
く
、
こ
こ
が
何
の
駅
か
、
外
国
人
に
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
個

ひ
と
志
向
の
鉄
道
サ
イ
ン 

　

―
　

台
北
メ
ト
ロ
、
Ｓ
バ
ー
ン
、
そ
し
て
日
本

川　

浦　

康　

至



図 1　東京メトロ千代田線「国会議事堂前」駅の駅名標
（2014 年 3 月撮影）
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で
あ
る
。
確
か
に
そ
う
だ
。
例
え
ば
「
オ
ー
」
に
は
ｏ
ｈ
も
あ
れ
ば
ｏ
も
あ

る
。
ô
も
ō
も
あ
る
。
統
一
し
て
ほ
し
い
と
言
う
。
読
み
仮
名
を
機
械
的
に

置
き
換
え
る
だ
け
な
の
に
、
そ
れ
さ
え
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

　

ロ
ー
マ
字
表
記
は
、
外
国
人
の
た
め
と
う
た
い
つ
つ
、
実
際
に
は
そ
う
な

っ
て
い
な
い
。
英
語
を
併
記
す
る
駅
は
増
え
つ
つ
あ
る
が
（
図
2
）、
進
ん

で
い
な
い
。
大
勢
の
外
国
人
乗
降
客
が
見
込
ま
れ
、
英
語
表
記
が
あ
っ
て
当

然
と
思
わ
れ
る
最
有
力
候
補
に
、
都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線
「
国
立
競
技
場
」

駅
が
あ
る
。
し
か
し
路
線
図
を
見
る
と
、K

okuritsu-kyogijo

し
か
な
い
。

国
立
競
技
場
は
、
ロ
ー
マ
字
表
記
の
見
直
し
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
東
京
五

輪
の
主
会
場
で
あ
る
。

　

ル
ビ
型
ロ
ー
マ
字
は
東
京
の
地
下
鉄
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
バ
ス
停
名

は
駅
名
以
上
に
悲
惨
だ
。SH

IN
JU

K
U

-EK
I-N

ISH
IGU

CH
I

も
あ
れ
ば
、

Shinjuku-Sta.w
est

も
あ
る
。
ど
ち
ら
も
原
語
は
「
新
宿
駅
西
口
」
で
あ

る
。
そ
の
バ
ス
が
他
の
「
口
」
に
も
止
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、「
西
」w

est-
ern

を
付
け
る
必
要
は
あ
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ばShinjuku station

で

事
足
り
る
。
バ
ス
停
名
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
音
声
案
内
に
合
わ
せ
る
べ
き
だ

と
の
意
見
も
あ
る
が
、
固
有
名
詞
が
大
半
を
占
め
る
外
国
語
を
正
し
く
聞
き

取
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
で
さ
え
騒
音
環
境
で
の
案
内
は
聞
き
取
り
に
く

い
。
文
字
の
ほ
う
が
確
実
に
伝
わ
る
。

　

英
語
表
記
で
の
案
内
に
は
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
生
き
た
英

語
教
材
と
し
て
の
価
値
で
あ
る
。
外
国
人
向
け
の
便
宜
は
、
英
語
を
学
び
た

い
と
思
っ
て
い
る
内
国
人
の
役
に
も
立
つ
。

　

日
本
と
同
じ
漢
字
文
化
圏
で
あ
る
台
湾
の
台
北
メ
ト
ロ
は
、N

ational 
D

iet Bldg. 
方
式
、
つ
ま
り
英
語
表
記
を
正
式
に
採
用
す
る
。
た
と
え
ば
、

　

英
語
化
は
駅
名
標
に
も
波
及
し
た
。
日
本
の
駅
名
の
ロ
ー
マ
字
は
ル
ビ
で

来
た
。
雰
囲
気
は
英
語
、
だ
が
実
際
に
は
英
語
で
は
な
く
日
本
語
そ
の
も
の

だ
。
理
解
で
き
る
の
は
結
局
の
と
こ
ろ
日
本
語
話
者
の
み
。
だ
が
日
本
語
が

わ
か
る
人
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
ロ
ー
マ
字
ま
で
は
見
な
い
。
出
番
の
な
い

不
思
議
な
存
在
だ
。

　

現
行
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
は
別
の
問
題
も
あ
る
。
以
前
、
カ
ナ
ダ
出
身
の

人
と
、
駅
名
の
ロ
ー
マ
字
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
曰
く
、
日
本

語
の
ロ
ー
マ
字
も
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
け
ど
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は

長
音
だ
。
書
き
方
が
何
と
お
り
も
あ
る
の
で
、
読
み
方
に
迷
う
、
と
い
う
の



図 2　東京地下鉄路線図（www.tokyometro.jp/station/pdf/202006/202006_number_en.pdf）
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四

（
図
3
）。

　

Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
当
初
か
ら
、
各
路
線
の
色
、
路
線
カ
ラ
ー
を
決
め
て
い
た
。
二

〇
一
六
年
に
路
線
網
が
完
成
す
る
と
、
最
初
の
計
画
に
沿
っ
て
路
線
カ
ラ
ー

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
路
線
コ
ー
ド
と
し
た
（
表
1
）。
た
と
え
ば
文
湖
線
は
路

線
カ
ラ
ー
が
ブ
ラ
ウ
ン
で
、
路
線
コ
ー
ド
は
Ｂ
Ｒ
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
イ
ニ
シ
ャ

ル
で
あ
る
。
路
線
カ
ラ
ー
と
路
線
コ
ー
ド
が
連
動
し
て
い
る
。
駅
ナ
ン
バ
リ

ン
グ
（
路
線
コ
ー
ド
＋
駅
番
号
）
も
始
ま
り
、
発
車
案
内
板
も
更
新
さ
れ
た
。

　

路
線
コ
ー
ド
（
文
字
）
と
路
線
カ
ラ
ー
（
色
）
が
一
致
し
て
い
る
と
、
何

か
と
都
合
が
よ
い
。
文
湖
線
の
Ｂ
Ｒ
と
ブ
ラ
ウ
ン
の
よ
う
に
、
同
じ
意
味
の

手
が
か
り
が
複
数
あ
る
と
、
覚
え
や
す
い
し
、
間
違
い
も
減
る
。

　

答
案
用
紙
の
例
で
考
え
て
み
よ
う
。
学
生
番
号
と
氏
名
の
両
方
を
書
く
よ

う
に
な
っ
て
い
る
が
、
学
生
番
号
か
氏
名
ど
ち
ら
か
一
方
で
十
分
と
思
う
か

も
し
れ
な
い
。
ど
ち
ら
も
、
同
じ
人
物
を
さ
す
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
1

か
7
か
迷
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
な
ぐ
り
書
き
で
読
め
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ

ん
な
と
き
、
両
方
あ
れ
ば
、
照
合
し
や
す
い
。
同
姓
同
名
が
い
る
可
能
性
も

あ
る
。
同
じ
意
味
の
手
が
か
り
を
複
数
用
い
る
の
は
、
無
駄
に
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
実
際
、
ど
ち
ら
か
一
方
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、

誰
の
答
案
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
、
手
が
か
り
が
複
数

あ
れ
ば
、
本
人
を
特
定
し
や
す
い
。

　

無
駄
と
は
、
情
報
理
論
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
冗
長
性
で
あ
る
。
同
じ
意
味

の
手
が
か
り
が
複
数
あ
れ
ば
、
冗
長
性
が
高
け
れ
ば
、
ど
れ
か
ひ
と
つ
が
損

な
わ
れ
て
も
、
意
味
の
伝
わ
る
確
率
は
高
い
。
こ
の
文
章
も
そ
う
だ
。「
同

じ
意
味
の
手
が
か
り
が
複
数
あ
れ
ば
」
と
「
冗
長
性
が
高
け
れ
ば
」
は
内
容

的
に
は
同
一
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で
足
り
る
。
し
か
し
片
方
だ
け

国
会
議
事
堂
に
あ
た
る
総
統
府
の
最
寄
り
駅
、
台
大
病
院
駅
（
臺
大
醫
院

站
）
の
ロ
ー
マ
字
表
記
はN

ational T
aiw

an U
niversity H

ospital

と
、

英
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
医
療
施
設
だ
け
に
誰
に
も
わ
か
る
こ
と
は
大
事
だ
。

日
本
な
ら
、T

aidai byoin

だ
ろ
う
か
。

　
「
案
内
」
は
利
用
者
の
た
め
に
あ
る
。
伝
わ
る
こ
と
、
わ
か
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
が
最
優
先
目
標
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
字
表
記
は
英
語
に
落

ち
着
く
。
ル
ビ
型
ロ
ー
マ
字
の
使
用
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
基
本
は
英
語
表

記
と
す
べ
き
で
あ
る
。

色
で
乗
れ
る
―
台
北
メ
ト
ロ
の
路
線
案
内

　

台
北
メ
ト
ロ
、
通
称
Ｍ
Ｒ
Ｔ
（M

ass 
Rapid 

T
ransit

、
都
市
高
速
鉄

道
）
の
鉄
道
サ
イ
ン
に
は
、
駅
名
の
ロ
ー
マ
字
表
記
か
ら
路
線
案
内
、
発
車

案
内
に
至
る
各
種
の
サ
イ
ン
で
、
利
用
者
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
（U

ser-
oriented design

）
が
貫
か
れ
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
運
行
す
る
台
北
捷
運
公
司
は
一
九
九
四
年
に
設
立
さ
れ
、
七
割

あ
ま
り
の
株
を
台
北
市
政
府
が
保
有
す
る
半
官
半
民
企
業
で
あ
る
。
路
線
の

計
画
と
建
設
を
台
北
市
政
府
捷
運
工
程
局
が
担
当
す
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
実
質
的

に
市
営
鉄
道
で
あ
る
。
台
北
市
は
、
デ
ザ
イ
ン
立
国
を
標
榜
す
る
台
湾
の
首

都
、
デ
ザ
イ
ン
分
野
に
も
力
を
入
れ
る
。
デ
ザ
イ
ン
的
発
想
は
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
随

所
で
実
現
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
九
六
年
に
Ｍ
Ｒ
Ｔ
最
初
の
路
線
、
木
柵
線
（
そ
の
後
、
文
湖
線
と
し

て
延
伸
）
が
開
通
、
二
〇
二
〇
年
現
在
、
文
湖
線
、
淡
水
信
義
線
、
松
山
新

店
線
、
中
和
新
藘
線
、
板
南
線
、
環
状
線
の
六
路
線
が
運
行
さ
れ
て
い
る



図 3　台北メトロ路線図（m.metro.taipei/jp/roadmap.asp）
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表 1　台北 MRT の路線サインシステム

路線 ローマ字表記 路線コード 路線カラー

文湖線 Wenhu Line BR Brown

淡水信義線 Tamsui-Xinyi Line R Red

松山新店線 Songshan-Xindian Line G Green

中和新藘線 Zhonghe-Xinlu Line O Orange

板南線 Bannan Line BL Blue

環状線 Circular Line Y Yellow
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書
か
れ
た
「
赤
」
が
示
さ
れ
る
。
前
者
の
答
え
は
「
あ
か
」、
後
者
の
答
え

は
「
あ
お
」
で
あ
る
。
回
答
ま
で
の
時
間
を
調
べ
る
と
、
両
者
に
差
が
あ
り
、

文
字
と
イ
ン
ク
色
が
違
う
場
合
の
ほ
う
が
長
い
。
イ
ン
ク
の
色
を
判
断
す
る

た
め
に
は
、
文
字
の
意
味
認
知
を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
こ
の
よ
う

な
文
字
の
意
味
が
色
彩
認
知
を
妨
害
す
る
現
象
を
ス
ト
ル
ー
プ
効
果
と
い
う
。

ス
ト
ル
ー
プ
は
発
見
者
の
名
前
で
あ
る
。

　

逆
方
向
の
妨
害
も
知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
イ
ン
ク
の
色
が
文
字
の
意
味

認
知
を
妨
害
す
る
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
逆
ス
ト
ル
ー
プ
効
果
と
呼
ば
れ
る
。

　

ス
ト
ル
ー
プ
効
果
は
色
名
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
も
生
じ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
路
線

コ
ー
ド
に
は
色
名
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
使
わ
れ
、
そ
れ
と
色
が
対
応
し
て
い
る

の
で
ス
ト
ル
ー
プ
効
果
は
生
じ
な
い
。

　

か
た
や
日
本
の
路
線
サ
イ
ン
は
、
文
字
（
路
線
コ
ー
ド
）
と
、
文
字
の
色

（
路
線
カ
ラ
ー
）
が
重
な
ら
な
い
。
路
線
コ
ー
ド
は
路
線
名
の
イ
ニ
シ
ャ
ル

だ
か
ら
だ
。
日
本
で
最
も
利
用
者
の
多
い
東
京
・
山
手
線
の
路
線
コ
ー
ド
は

「
Ｊ
Ｙ
」、
路
線
カ
ラ
ー
は
グ
リ
ー
ン
。「
Ｊ
Ｙ
」
は
運
行
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
と
路
線
名Y

am
anote 

Line

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
あ
る
。
路

線
カ
ラ
ー
が
対
応
し
て
い
る
の
は
車
両
の
色
で
、
路
線
コ
ー
ド
と
の
あ
い
だ

に
関
連
は
な
い
。

　

事
業
者
が
単
独
で
路
線
が
六
種
類
と
少
な
い
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
や
り
方
を
、
事
業

者
数
、
路
線
数
、
と
も
に
多
い
東
京
に
適
用
す
る
に
は
く
ふ
う
が
い
る
。
い

ま
か
ら
路
線
サ
イ
ン
を
変
更
す
る
の
は
非
現
実
的
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

も
し
見
直
す
機
会
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
際
は
冗
長
性
や
ス
ト
ル
ー
プ
効
果

を
考
慮
し
た
設
計
に
す
べ
き
で
あ
る
。
唯
一
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
広
島
エ
リ
ア

で
路
線
コ
ー
ド
と
路
線
カ
ラ
ー
の
一
致
が
図
ら
れ
て
い
る
。
広
島
駅
か
ら
糸

だ
と
、
そ
の
箇
所
が
欠
け
た
り
、
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
内
容
が

伝
わ
ら
な
い
。
そ
ん
な
と
き
、
別
の
手
が
か
り
が
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
。

「
一
見
無
駄
」
は
有
効
な
リ
ス
ク
対
策
な
の
で
あ
る
。

　

路
線
コ
ー
ド
（
文
字
）
と
路
線
カ
ラ
ー
（
色
）
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
は
、

も
う
ひ
と
つ
、
ス
ト
ル
ー
プ
効
果
を
生
じ
さ
せ
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

文
字
の
イ
ン
ク
の
色
を
答
え
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
あ
る
と

き
は
赤
イ
ン
ク
で
書
か
れ
た
「
赤
」
が
示
さ
れ
、
別
の
と
き
は
青
イ
ン
ク
で



図 4　ベルリン S バーンの発車案内（Messe 
Nord/ICC 駅、2008 年 7 月撮影）
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も
鉄
道
事
業
者
に
ま
か
せ
た
。
な
ん
ら
指
針
が
な
い
な
か
で
、
事
業
者
は
暗

中
模
索
、
試
行
錯
誤
、
頭
を
か
か
え
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

路
線
サ
イ
ン
の
利
用
範
囲
は
日
本
は
ま
だ
限
定
的
で
、
ど
う
拡
充
す
る
か
、

そ
れ
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

時
計
い
ら
ず
―
ベ
ル
リ
ン
Ｓ
バ
ー
ン
の
発
車
案
内

　

二
〇
〇
八
年
の
夏
、
ベ
ル
リ
ン
で
国
際
心
理
学
会
が
開
か
れ
、
参
加
し
た
。

会
場
の
国
際
見
本
市
会
場
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
へ
行
く
の
に
Ｓ
バ
ー
ン
（
都
市
鉄

道
）
を
利
用
し
た
。
改
札
が
な
い
、
自
転
車
が
そ
の
ま
ま
持
ち
込
め
る
、
ド

ア
を
手
で
開
け
る
、
車
内
放
送
は
次
の
停
車
駅
の
み
、
と
一
言
で
言
え
ば
、

利
用
者
ま
か
せ
の
気
楽
な
鉄
道
で
あ
る
。

　

Ｓ
バ
ー
ン
（S-Bahn

の
語
源
は
都
市
鉄
道
を
意
味
す
るStadtbahn

に

発
す
る
）
は
、
路
線
図
を
見
る
と
、
東
京
や
大
阪
の
鉄
道
網
と
似
て
い
て
、

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。
運
行
主
体
の
Ｓ
バ
ー
ン
・
ベ
ル
リ
ン
は
、
ド
イ
ツ
鉄

道
の
完
全
子
会
社
で
、
鉄
道
の
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　

図
4
は
会
場
の
最
寄
り
駅
、
メ
ッ
セ
・
ノ
ル
ト
／
Ｉ
Ｃ
Ｃ
駅
ホ
ー
ム
の
写

真
で
あ
る
。
頭
上
の
発
車
案
内
を
見
て
ほ
し
い
。
一
行
目
は
「S41 

Ring 
8

m
in

」、
二
行
目
は
「S46 

W
estend 

11
m

in

」
と
あ
る
。
環
状
線
右
回

り
は
八
分
後
に
、
ヴ
ェ
ス
テ
ン
ト
行
き
は
十
一
分
後
に
到
着
、
発
車
す
る
。

到
着
時
刻
が
相
対
表
示
（
待
ち
時
間
表
示
）
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景

に
は
、
ダ
イ
ヤ
ど
お
り
の
運
行
が
少
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
と
い
う
。
半

面
、
こ
の
形
式
で
あ
れ
ば
現
在
時
刻
を
確
認
す
る
手
間
が
い
ら
な
い
。
必
要

な
の
は
自
分
の
時
間
感
覚
だ
け
。
外
部
情
報
（
現
在
時
刻
の
知
識
）
は
い
っ

崎
駅
ま
で
の
路
線
カ
ラ
ー
は
グ
リ
ー
ン
で
、
路
線
コ
ー
ド
は
Ｇ
、
広
島
駅
か

ら
岩
国
駅
ま
で
の
路
線
カ
ラ
ー
は
レ
ッ
ド
で
、
路
線
コ
ー
ド
は
Ｒ
で
あ
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
赤
瀬
達
三
は
、
日
本
の
鉄
道
の
路
線
案
内
に

つ
い
て
自
著
『
駅
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
』
で
、
路
線
名
そ
の
も
の
を
ラ
テ
ン
文

字
や
ア
ラ
ビ
ア
数
字
、
色
彩
と
い
っ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ー
ド
に
変
え
る
こ

と
を
提
案
す
る
。
そ
の
実
現
に
は
、
政
府
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な

い
と
し
て
、「
国
土
交
通
省
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
後
回
し
に
な
っ
た
不

便
と
混
乱
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
乗
り
出
す
決
意
を
求
め
た
い
」
と
訴
え
る
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ー
ド
に
も
と
づ
く
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
と
な
る
と
、
そ
の

設
計
は
も
は
や
事
業
者
の
手
に
余
る
。
他
社
と
の
調
整
だ
け
で
も
大
変
だ
。

利
用
者
か
ら
し
て
も
、
設
計
方
針
が
運
行
会
社
ご
と
で
異
な
る
の
は
困
る
。

日
本
の
複
雑
な
鉄
道
事
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
駅
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
で



図 6　JR 山手線の発車案内（JR 東日本ニュース 2019 年 10
月 15 日号）

図 5　JR 中央線の発車案内（吉祥寺駅、2016 年 10 月撮影）
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八

発
車
に
関
す
る
情
報
は
昔
も
今
も
こ
れ
で
十
分
で
あ
る
。

　

Ｓ
バ
ー
ン
の
路
線
名
は
、
運
営
主
体
を
示
す
Ｓ
と
数
字
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
Ｓ
41
や
Ｓ
46
は
路
線
名
で
あ
り
、
同
時
に
路
線
コ
ー
ド
で
も
あ
る
。

駅
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

い
つ
ご
ろ
か
ら
か
、
気
づ
く
と
日
本
で
も
鉄
道
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
、
定
時
運
行
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
絶
対
表
示
形
式
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
。
図
5
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
一
〇
時
三
九
分
と
定
時
を

過
ぎ
て
も
、
一
〇
時
三
〇
分
発
の
電
車
が
ま
だ
来
な
い
。
い
つ
来
る
の
か
も

わ
か
ら
な
い
。
時
刻
表
を
再
現
し
た
発
車
案
内
の
限
界
で
あ
る
。

　

日
本
の
鉄
道
は
な
が
ら
く
絶
対
表
示
形
式
だ
っ
た
が
、
よ
う
や
く
そ
れ
を

脱
し
つ
つ
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
（
東
日
本
）
は
ま
だ
山
手
線
の
み
ら
し
い
が
、
二
〇
一
九
年
一
一
月

か
ら
相
対
表
示
に
変
わ
っ
た
（
図
6
）。
Ｓ
バ
ー
ン
と
の
違
い
は
「
約
」
が

時
間
の
前
に
付
く
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
約
」
は
な
い
ほ
う
が
見
や
す
い
し
、

デ
ザ
イ
ン
的
に
も
ス
ッ
キ
リ
す
る
。「
約
」
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
三
分

後
ち
ょ
う
ど
に
来
る
と
思
う
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

相
対
表
示
は
定
時
運
行
中
で
も
、
運
行
間
隔
の
短
い
路
線
で
は
有
効
だ

（
山
手
線
の
場
合
、
運
行
間
隔
の
あ
く
午
前
七
時
ま
で
と
、
午
後
一
一
以
降

は
従
来
の
絶
対
表
示
に
切
り
替
わ
る
）。

　

調
べ
る
と
、
首
都
圏
で
は
東
京
メ
ト
ロ
が
先
行
し
て
い
た
。
二
〇
一
八
年

七
月
中
旬
、
銀
座
線
の
「
行
先
案
内
表
示
器
の
発
車
時
刻
」
が
「
残
り
時
間

表
示
」
―
〈
〇
時
〇
分
〉
表
示
か
ら
〈
あ
と
〇
分
〉
表
示
―
に
変
更
さ

れ
た
。
こ
ち
ら
は
「
約
」
も
な
く
、
全
体
に
ス
ッ
キ
リ
し
て
い
る
（
図
7
）。

電
車
が
近
づ
く
と
、
電
車
位
置
情
報
は
「
電
車
が
ま
い
り
ま
す
」「T

rain 

さ
い
不
要
だ
。
そ
れ
ま
で
絶
対
表
示
（
発
車
時
刻
表
示
）
で
の
発
車
案
内
し

か
知
ら
な
か
っ
た
身
に
と
っ
て
、
こ
の
方
式
は
目
か
ら
鱗
だ
っ
た
。
つ
い
で

な
が
ら
、
図
4
の
路
線
名
の
右
の
台
形
は
、
編
成
両
数
の
長
さ
を
四
分
の
一

で
示
す
と
同
時
に
、
停
車
位
置
を
示
す
。
Ｓ
41
は
ホ
ー
ム
後
方
に
、
Ｓ
46
は

ホ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
停
車
す
る
。

　

同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
表
示
機
器
が
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

置
き
換
わ
っ
た
も
の
の
、
十
二
年
前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
（sbahn. berlin/

en/about-us/inform
ation-and-transport-technology/

）。
確
か
に
、



図 7　東京メトロ銀座線の発車案内（赤坂見附駅、2020 年
10 月撮影）

図 8　MRT 板南線の発車案内（台北駅、2019 年 12 月撮影）
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い
ら
れ
て
い
る
。
正
式
名
称
は
亜
東
記
念
病
院
だ
が
、
駅
名
で
は
優
先
順
位

の
低
い
「
記
念
」
を
省
く
。
日
本
流
にFar Eastern m

em
. H

osp. 

と
略

語
を
含
め
る
の
で
は
な
く
、m

em
orial

を
省
い
たFar Eastern H

ospi-
tal

と
し
た
の
は
わ
か
り
や
す
い
。

　

発
車
時
刻
の
相
対
表
示
、
路
線
コ
ー
ド
と
路
線
カ
ラ
ー
の
関
連
付
け
、
駅

名
の
英
語
表
記
と
、
い
ず
れ
も
Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
一
歩
先
ん
じ
た
感
が
あ
る
。

com
ing

」
に
切
り
替
わ
る
。
脇
に
は
時
計
も
あ
り
、
発
車
に
関
す
る
情
報

は
こ
の
案
内
板
で
完
結
す
る
。

　

相
対
表
示
形
式
は
台
北
の
Ｍ
Ｒ
Ｔ
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
図
8
は
、
二

〇
一
九
年
に
訪
れ
た
際
に
撮
影
し
た
発
車
案
内
で
あ
る
。D

ingpu （BL01

）

行
き
は
一
分
一
五
秒
後
に
、
途
中
の
亜
東
病
院
止
ま
り
は
「
約
五
分
一
五

秒
」
後
に
発
車
す
る
。
待
ち
時
間
は
、
な
ん
と
五
秒
刻
み
で
表
示
さ
れ
る
。

そ
れ
で
も
「
約
」
が
つ
く
。
英
語
表
記
に
は
「
約
」
相
当
の
語
が
な
い
。
亜

東
病
院
駅
の
英
語
表
記
は
、Far Eastern H

ospital

と
、
英
文
呼
称
が
用
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一
〇

い
う
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
思
い
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

訴
え
は
ど
こ
ま
で
届
く
の
か
。
い
っ
そ
「
お
も
い
や
ら
れ
ぞ
ー
ん
」
と
し
た

く
な
る
。
そ
こ
に
座
る
の
は
思
い
や
ら
れ
た
人
と
な
れ
ば
、
空
け
る
人
も
増

え
る
は
ず
だ
。
思
い
や
る
側
に
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
思
い
や
ら
れ
る
側

（
対
象
者
）
を
強
調
す
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
あ
る
空
港
の
構
内
モ
ノ
レ
ー
ル
で
は
、〈For 

the 
handi-

capped

〉
と
書
か
れ
た
座
席
を
見
か
け
た
。
わ
か
り
や
す
い
し
、
高
齢
者

と
か
想
定
対
象
者
を
い
ち
い
ち
あ
げ
る
必
要
も
な
い
。
要
は
こ
う
い
う
人
の

た
め
の
席
で
あ
る
こ
と
が
直
接
つ
た
わ
る
。
日
本
語
だ
と
、
ど
ん
な
言
い
方

が
可
能
な
の
だ
ろ
う
。

　
（
曖
昧
な
）
用
途
を
名
称
に
し
た
「
優
先
席
」
と
、
対
象
者
を
名
称
に
し

た
〈For the handicapped

〉、
彼
我
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。
利
用
す
べ
き

人
の
明
示
に
は
、
設
置
者
の
意
思
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
名
称
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
る
。

［
川
浦
康
至
（
2
0
2
1
）
ひ
と
志
向
の
鉄
道
サ
イ
ン
　

―
　

台
北
メ
ト
ロ
、

Ｓ
バ
ー
ン
、
そ
し
て
日
本　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
、
53
、
二
六
一

―
二
七
〇
］

快
適
な
鉄
道
経
験
の
た
め
に

　

色
を
軸
と
し
た
路
線
サ
イ
ン
に
は
、
心
理
的
効
果
が
考
慮
さ
れ
、
利
用
者

の
言
語
理
解
を
問
わ
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
外
国
人
や
子
供
、
色
盲
の
人

に
も
わ
か
る
。
待
ち
時
間
に
よ
る
発
車
案
内
は
、
現
在
時
刻
と
い
う
外
部
情

報
を
不
要
に
し
た
。
し
か
も
運
行
状
況
を
問
わ
な
い
タ
フ
な
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。

　

駅
名
表
記
、
路
線
案
内
、
発
車
案
内
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
鉄
道
サ
イ
ン
の
現

状
を
見
て
き
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
レ
ー
ル
を
敷
き
、
駅
を

作
り
、
列
車
を
走
ら
せ
る
だ
け
が
鉄
道
で
は
な
い
こ
と
だ
。
路
線
や
運
行
状

況
に
関
す
る
的
確
な
情
報
提
供
も
そ
れ
ら
と
同
じ
ぐ
ら
い
重
要
で
あ
る
。

　

鉄
道
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用
す
る
。
現
地
の
鉄
道
事
情
に
疎
い
人
も
、

現
地
の
こ
と
ば
が
わ
か
ら
な
い
人
も
利
用
す
る
。
い
つ
な
ん
ど
き
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
ら
を
前
提
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
鉄
道
サ
イ

ン
は
、
利
用
者
の
快
適
な
鉄
道
経
験
に
つ
な
が
る
。

【
謝
辞
】
執
筆
に
あ
た
り
、
台
北
大
衆
捷
運
股
份
有
限
公
司
、
東
京
ド
イ
ツ

文
化
セ
ン
タ
ー
の
町
田
佳
世
さ
ん
、
東
京
メ
ト
ロ
お
客
様
セ
ン
タ
ー
の
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
畏
友
の
川
上
善
郎
さ
ん
に
は
草
稿
段
階
で
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
付
記
】
鉄
道
サ
イ
ン
の
検
討
対
象
に
は
車
両
内
サ
イ
ン
も
あ
げ
ら
れ
る
。

「
優
先
席
」
は
そ
の
ひ
と
つ
だ
。
あ
る
鉄
道
会
社
は
、
優
先
席
を
含
め
た
区

画
に
「
お
も
い
や
り
ぞ
ー
ん
」
と
し
た
。
な
ん
と
か
現
状
を
改
善
し
た
い
と


